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かかりつけ医の皆さまへのお願い 

 

宿泊療養施設（ホテル）入所者への解熱剤等の処方について 

 

 新型コロナウイルス感染症の検査を受けられた方が陽性判定となった場合、

福岡県では、軽症又は無症状で、医師の判断により入院の必要がないとされた

方は、宿泊療養を行っていただくこととしております。（別添チラシをご参照

ください。）宿泊療養施設（ホテル）には、一般用医薬品（市販薬）しか準備

されておらず、また、常駐の医師（ＪＭＡＴ）の処方も行っておりません。 

つきましては、患者さんが発熱、咳・痰等の症状がある場合や、軽微な症状

がある場合でも、解熱剤などを処方していただき、ホテルへ持参していただく

ようご指導をお願いいたします。また、糖尿病、高血圧など日常服用されるお

薬の処方もお願いします。 

加えて、「陽性が判明した場合の入院・宿泊療養の流れ」を説明される際に

は、別添チラシを是非ご活用いただきますようお願いいたします。 
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